
 

歴
史
文
化
・
民
俗
風
習
の
つ
づ
き 

■
三
九
「
三
上
神
楽
」 

神
職
の
み
に
よ
っ
て
舞
わ

れ
る
神
楽
。
庄
原
市
内
の
神
社

の
例
祭
日
に
舞
わ
れ
ま
す
。
県

無
形
民
俗
文
化
財
。 

 

■
四
〇
「
山
内
衡
上
断
層
」
（
山

内
町
） 

国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。
断
層
面
に
添
っ
て
上

盤
が
ず
り
あ
が
っ
た
も
の
を
逆

断
層
と
い
う
が
、
中
で
も
急
な
も

の
を
衝
上
断
層
と
い
い
ま
す
。 

■
四
一
「
昔
話
」 

庄
原
に
は
ま
ん
が
日
本
む
か

し
話
に
も
出
て
き
た
円
通
寺
の

龍
の
話
の
ほ
か
、
火
村
さ
ん
・
永

明
寺
の
ネ
コ
な
ど
、
興
味
深
い
お

話
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

■
四
二
「
厄
流
し
」 

毎
年
七
月
三
一
日
に
西
城
川

の
車
橋
付
近
で
行
わ
れ
る
厄
流

し
の
行
事
。
江
戸
時
代
か
ら
二
五

〇
年
続
く
珍
し
い
行
事
で
す
。 

■
四
三
「
庄
原
弁
」 

た
え
が
た
い
こ
と
で
す
！
（
あ

り
が
た
い
こ
と
で
す
。
）
お
し
ま

い
で
す
！
（
こ
ん
ば
ん
は
）
方
言

は
そ
の
地
方
の
文
化
だ
し
、
味
が

あ
る
！ 

■
四
四
「
早
駆
け
馬
」 

四
月
の
第
三
日
曜
日
に
開
催

さ
れ
る
祭
。
尼
子
軍
と
の
合
戦
勝

利
を
知
ら
せ
に
帰
っ
た
「
早
駆

け
」
に
ち
な
む
そ
う
で
す
。 

■
四
五
「
民
謡
あ
つ
も
り
さ
ん
」 

源
平
合
戦
の
一
の
谷
の
合
戦

に
、
平
家
の
無
官
の
太
夫
敦
盛
は

十
六
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
敦

盛
に
は
十
五
歳
の
玉
織
姫
と
い

う
妻
が
あ
り
ま
し
た
。
玉
織
姫
は

逃
れ
逃
れ
て
、
平
家
ゆ
か
り
の
地

永
江
の
庄
（
庄
原
の
地
）
に
隠
れ

住
ん
だ
と
い
う
の
が
、
こ
の
唄
の

骨
子
。
玉
織
姫
が
庄
原
に
逃
れ
た

の
か
は
疑
問
で
す
が
、
敦
盛
の
悲

劇
を
唄
っ
た
哀
愁
を
帯
び
た
門

付
け
唄
が
庄
原
地
方
に
残
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
を
現
代
風
に
ア

レ
ン
ジ
し
た
も
の
が
あ
つ
も
り

さ
ん
で
す
。
市
無
形
文
化
財 

 

〜
人
・
団
体
〜 

■
四
六
「
倉
田
百
三
」 

庄
原
の
著
名
人
と
い
え
ば
こ

の
人
。
知
ら
な
い
人
も
多
い
で
し

ょ
う
が
、
郷
土
の
作
家
の
作
品
を

読
ん
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？ 

■
四
七
「
伊
達
金
三
郎
」 

伊
達
金
三
郎
は
高
に
生
ま
れ
、

石
見
銀
山
の
代
官
井
戸
平
左
衛

門
の
手
代
と
し
て
享
保
の
飢
饉

の
と
き
に
薩
摩
か
ら
薩
摩
芋
を

持
ち
帰
り
石
見
の
国
の
飢
民
救

済
に
つ
く
し
た
そ
う
で
す
。 

■
四
八
「
森
の
バ
イ
オ
マ
ス
研
究

会
」 森

の
バ
イ
オ
マ
ス
研
究
会
は

行
政
や
業
界
主
導
で
は
な
く
、
市

民
の
環
境
意
識
か
ら
発
足
し
た

会
で
、
今
年
の
「
ひ
ろ
し
ま
環
境

賞
」
受
賞
団
体
で
全
国
的
に
も
有

名
な
団
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

〜
巨
樹
・
珍
木
〜 

■
四
九
「
川
北
矢
の
原
の
大
柿

（
川
北
町
）
」 

川
北
町
の
田
園
の
中
に
あ
る

柿
の
古
木
。
四
季
を
通
じ
て
撮
影

ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。
土
地

の
人
た
ち
が
溝
さ
ら
え
、
水
路
の

草
刈
り
の
後
、
木
の
下
で
水
神
祭

を
行
う
。
荒
神
さ
ん
の
祠
も
祭
ら

れ
て
お
り
、
樹
齢
三
五
〇
年
と
い

わ
れ
て
い
る
。 

■
五
〇
「
蘇
羅
比
古
神
社
の
大
杉

（
本
村
町
）
」 

蘇
羅
比
古
神
社
は
郷
社
に
し

て
彦
火
火
出
見
命
を
祀
る
神
社
。

参
道
の
二
本
の
大
杉
は
周
囲
五

ｍ
以
上
あ
り
、
見
事
で
す
。 

■
五
一
「
横
目
堂
の
イ
チ
イ
（
川

西
町
）
」 

イ
チ
イ
の
木
は
中
国
山
地
に

自
生
し
、
県
北
で
は
庭
園
木
と
し

て
植
栽
す
る
習
慣
が
あ
る
。
横
目

堂
の
イ
チ
イ
は
県
下
で
も
最
大

級
の
大
き
さ
ら
し
い
。
県
天
然
記

念
物
。 

■
五
二
「
シ
ラ
カ
シ
の
大
コ
ブ

（
川
北
町
）
」 

川
北
町
の
八
幡
神
社
の
裏
山

に
あ
る
シ
ラ
カ
シ
の
大
コ
ブ
。
な

か
な
か
の
迫
力
と
大
い
に
ヨ
ロ

コ
ブ
で
縁
起
が
い
い
と
か
・
・
・ 

■
五
三
「
信
用
金
庫
前
大
ケ
ヤ
キ

（
西
本
町
）
」 

信
用
金
庫
向
い
に
あ
る
大
ケ

ヤ
キ
は
庄
原
の
ま
ち
の
シ
ン
ボ

ル
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

の
で
は
・
・
・
・ 

 

〜
桜
〜 

■
五
四
「
上
野
公
園
の
桜
」 

日
本
さ
く
ら
の
会
選
定
の
さ

く
ら
名
所
百
選
の
地
。
上
野
池
に

映
る
夜
桜
は
西
日
本
一
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
病
害
虫
等
で
花
が

少
な
く
な
っ
て
い
た
弁
天
島
の

区
域
を
平
成
十
六
年
か
ら
二
年

で
市
民
の
募
金
に
よ
っ
て
再
生

工
事
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
再
生

さ
れ
た
桜
が
ど
ん
ど
ん
育
っ
て

き
れ
い
に
花
が
咲
く
姿
が
楽
し

み
で
す
。 

■
五
五
「
藤
木
の
桜
」（
西
本
町
） 

市
民
会
館
の
横
に
あ
る
エ
ド

ヒ
ガ
ン
樹
齢
二
五
〇
年
以
上
で

市
天
然
記
念
物
。
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
た
夜
桜
は
と
て
も
き
れ
い

で
す
。 

■
五
六
「
足
羽
家
の
し
だ
れ
桜 

 
(

本
村
町
）
」 

本
村
川
左
岸
の
丘
の
上
に
あ

る
樹
齢
約
八
〇
年
の
し
だ
れ
桜
。 

■
五
七
「
粟
ヶ
段
の
桜
（
水
越

町
）
」 

水
越
町
粟
ヶ
段
地
区
に
あ
る

桜
。
静
か
な
集
落
の
中
に
立
つ
姿

は
見
事
。 

■
五
八
「
横
川
の
山
桜
（
川
北

町
）
」 

川
北
町
の
比
和
町
境
比
和
川

右
岸
に
あ
る
山
桜
。
山
の
緑
に
映

え
て
美
し
い
。 

■
五
九
「
実
留
本
村
川
河
岸
の
桜

並
木
（
実
留
町
） 

本
村
川
左
岸
に
植
え
ら
れ
て

い
る
桜
並
木
は
満
開
の
時
に
は

と
て
も
美
し
い
。 

■
六
〇
「
龍
福
寺
の
桜
（
小
用

町
）
」 

小
用
町
龍
福
寺
に
あ
る
桜
。
夕

日
に
映
え
て
と
て
も
美
し
い
桜

で
す
。
墓
地
へ
の
立
ち
入
り
や
木

の
根
元
に
入
ら
な
い
よ
う
注
意
。 

■
六
一
「
奥
田
家
の
山
桜(

板
橋

町)

」 県
道
六
一
号
線
と
県
大
通
り

の
交
差
点
か
ら
み
る
こ
と
が
で

き
る
山
桜
。
知
る
人
ぞ
知
る
と
い

う
山
桜
で
、
毎
年
近
所
の
人
た
ち

が
花
見
を
す
る
ポ
イ
ン
ト
。
花
見

の
た
び
に
こ
の
桜
を
い
つ
か
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
せ
よ
う
と
い

う
話
に
な
る
そ
う
で
す
。 

■
六
二
「
総
合
体
育
館
付
近
芸
備

線
沿
い
の
桜
並
木
（
西
本
町
） 

総
合
体
育
館
か
ら
芸
備
線
沿

い
に
四
三
二
号
線
へ
の
歩
道
沿

い
に
植
え
ら
れ
た
桜
並
木
。
散
歩

を
し
な
が
ら
見
る
と
な
か
な
か

の
も
の
で
す
。 

※
個
人
の
お
宅
の
桜
は
私
有
地
の
立

入
り
・
違
法
駐
車
・
ご
み
の
ポ
イ
捨

て
な
ど
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
！ 

 

〜
食
〜 

■
六
三
「
Ｊ
Ａ
庄
原
特
産 

広
島

菜
漬)

」 

塩
分
控
え
め
、
添
加
物
の
な
い

広
島
菜
漬
。
安
心
、
安
全
。
あ
っ

た
か
い
ご
飯
に
こ
れ
が
あ
れ
ば
、

何
も
言
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

■
六
四
「
山
菜
」 

庄
原
で
は
山
菜
が
い
ろ
い
ろ
取

れ
ま
す
。
食
彩
館
し
ょ
う
ば
ら
ゆ

め
さ
く
ら
の
朝
取
り
市
で
も
販

売
し
て
い
ま
す
。
一
覧
表
と
調
理

法
が
あ
れ
ば
い
い
で
す
ね
。 

■
六
五
「
ニ
ナ
（
川
ニ
ナ
）
」 

ホ
タ
ル
の
幼
虫
の
え
さ
と
な

る
川
ニ
ナ
は
庄
原
で
は
西
城
川

や
比
和
川
等
で
採
れ
ま
す
。
夏
の

夜
、
川
ニ
ナ
を
食
べ
な
が
ら
ビ
ー

ル
を
飲
む
の
は
格
別
で
す
。 

■
六
六
「
一
木
一
寸
そ
ば
」 

地
元
一
木
で
作
っ
た
そ
ば
を

地
元
の
人
が
加
工
し
、
提
供
す
る

そ
ば
は
美
味
し
い
上
に
、
安
心
安

全
で
す
。 

■
六
七
「
備
後
名
物 

乳
団
子
」 

一
〇
〇
年
以
上
の
歴
史
を
重

ね
、
今
で
は
庄
原
産
の
お
土
産
と

い
え
ば
コ
レ
と
い
う
存
在
で
す
。

土
産
に
こ
れ
を
持
っ
て
い
く
と

必
ず
喜
ば
れ
ま
す
。 

■
六
八
「
ワ
ニ
料
理
」 

昔
は
交
通
事
情
が
悪
く
、
海
か

ら
遠
い
庄
原
で
は
魚
の
刺
身
が

食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

サ
メ
は
腐
り
に
く
い
の
で
、
庄
原

で
も
刺
身
で
食
べ
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
で
、
盆
や
祭
に
は
食
べ
て

い
た
そ
う
で
す
。
今
で
も
市
内
の

ス
ー
パ
ー
で
切
り
身
を
販
売
し

て
い
た
り
、
回
転
寿
司
屋
さ
ん
に

メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
あ
る
ほ
ど
で

す
。 

■
六
九
「
ナ
バ
」 

庄
原
で
は
き
の
こ
の
こ
と
を

「
ナ
バ
」
と
い
い
ま
す
。
き
の
こ

狩
り
の
こ
と
は
「
ナ
バ
こ
ぎ
」
と

い
い
ま
す
。
ま
つ
た
け
・
こ
う
た

け
・
し
め
じ
・
く
ろ
っ
こ
う
等
美

味
し
い
ナ
バ
が
い
っ
ぱ
い
あ
り

ま
す
。 

 

■
七
〇
「
川
魚
（
鮎
）
」 

海
か
ら
遠
い
庄
原
で
は
大
切

な
た
ん
ぱ
く
源
。
川
魚
は
独
特
の

に
お
い
が
あ
っ
て
嫌
い
と
い
う

人
も
い
ま
す
が
、
鮎
を
は
じ
め
、

干
し
ギ
ギ
ュ
ウ
・
寒
バ
エ
の
甘
露

煮
・
鯉
こ
く
・
鯉
の
あ
ら
い
な
ど

川
魚
も
美
味
し
い
の
で
す
。
特
に

庄
原
の
比
和
川
・
西
城
川
の
鮎
は

ブ
ラ
ン
ド
で
し
た
！ 

■
七
一
「
比
婆
牛
」 

ブ
ラ
ン
ド
名
と
し
て
比
婆
牛

と
い
う
の
は
使
え
な
い
ら
し
い

が
・
・
・
優
良
な
血
統
と
し
て
あ

ず
ま
蔓
と
い
わ
れ
、
今
で
も
庄
原

の
牛
肉
と
言
え
ば
比
婆
牛
が
有

名
で
す
。 

■
七
二
「
朝
ど
り
市
（
青
空
市

場
）
」 

食
彩
館
し
ょ
う
ば
ら
ゆ
め
さ

く
ら
に
あ
る
農
産
物
直
売
所
。
農 

家
が
自
信
を
持
っ
て
販
売
す
る

野
菜
は
安
全
で
う
ま
い
！
そ
の

他
青
空
市
場
は
市
内
の
山
内
・
一

木
・
峰
田
・
濁
川
等
に
あ
る
。
地

元
の
新
鮮
野
菜
が
手
に
入
る
。
季

節
に
よ
っ
て
は
こ
こ
に
し
か
な

い
珍
し
い
食
材
も
・
・
・ 

■
七
三
「
庄
原
観
光
り
ん
ご
園
」 

庄
原
唯
一
の
観
光
り
ん
ご
園
。

ふ
じ
等
七
種
類
の
り
ん
ご
が
あ

る
。
九
月
上
旬
〜
十
一
月
ま
で 

■
七
四
「
地
酒
」 

水
が
良
く
・
米
処
で
あ
る
庄
原

は
美
味
し
い
地
酒
が
あ
り
ま
す
。

市
内
に
は
二
社
の
酒
造
メ
ー
カ

ー
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
に
も
桑

の
実
ワ
イ
ン
・
一
木
一
寸
そ
ば
焼

酎
な
ど
も
あ
り
ま
す
。 

 

〜
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
〜 

■
七
五
「
上
野
公
園
の
夏
祭
り
花

火
大
会
」 

毎
年
八
月
の
第
四
日
曜
日
に

開
催
さ
れ
る
花
火
大
会
。
上
野
池

の
湖
面
に
映
る
花
火
は
と
て
も

美
し
い
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
ん
で

も
ら
え
、
自
分
の
花
火
が
打
ち
上

げ
て
も
ら
え
る
「
み
ん
な
の
花

火
」
も
あ
り
ま
す
。 

■
七
六
「
国
営
公
園
の
夏
の
コ
ン

サ
ー
ト
」 

い
つ
も
は
静
か
な
庄
原
で
す

が
、
こ
の
時
は
有
名
な
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
訪
れ
二
万
人
を
超
え
る

人
が
集
り
、
に
ぎ
や
か
に
な
る
。

ミ
ス
チ
ル
の
桜
井
氏
が
今
ま
で

の
ラ
イ
ブ
で
庄
原
が
最
高
だ
っ

た
と
言
っ
て
い
る
ほ
ど
、
雰
囲
気

の
良
い
野
外
ラ
イ
ブ
会
場
な
の

で
す
。 

■
七
七
「
国
営
備
北
丘
陵
公
園
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」 

十
二
月
に
国
営
備
北
丘
陵
公

園
で
開
催
さ
れ
る
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
。
年
々
規
模
が
拡
大
さ
れ

て
い
る
。
星
の
美
し
い
地
域
な
の

で
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
星
空

と
両
方
楽
し
め
ま
す
。 

■
七
八
「
国
営
備
北
丘
陵
公
園
の

花
火
」 

普
通
花
火
大
会
は
夏
で
す
が

こ
の
花
火
大
会
は
秋
の
コ
ス
モ

ス
の
開
花
に
あ
わ
せ
開
催
さ
れ

ま
す
。
（
十
月
初
旬
）
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
さ
れ
た
コ
ス
モ
ス
を
バ
ッ

ク
に
打
ち
上
げ
ら
れ
る
花
火
は

と
て
も
幻
想
的
で
す
。 

■
七
九
「
九
日
市
」 

毎
月
九
日
に
庄
原
市
街
地
で

開
催
さ
れ
る
市
。
昔
庄
原
の
ま
ち

で
は
九
日
に
市
が
立
っ
て
い
た

こ
と
に
ち
な
み
、
開
催
さ
れ
は
じ

め
ま
し
た
。
現
在
で
は
食
・
手
仕 

事
・
レ
ト
ロ
市
な
ど
多
く
の
も
の

が
集
ま
り
、
十
時
〜
売
り
切
れ
御

免
で
開
催
中
！ 

■
八
〇
「
庄
原
よ
い
と
こ
祭
」 

毎
年
八
月
の
第
四
日
曜
日
と

そ
の
前
日
に
開
催
さ
れ
る
祭
。
パ

レ
ー
ド
を
中
心
に
普
段
の
顔
で

な
い
庄
原
の
顔
を
味
わ
え
ま
す
。 

■
八
一
「
市
街
地
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
」 

国
営
備
北
丘
陵
公
園
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
開
催
に
合
わ
せ

市
街
地
で
も
上
野
公
園
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
作
戦
・
市
役
所
前
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
等
で
飾
ら
れ
ま
す
。 

■
八
二
「
庄
原
ス
タ
ー
式
駅
伝
」 

昭
和
二
九
年
の
合
併
前
に
旧

七
町
村
を
星
型
に
結
び
健
脚
を

競
っ
た
の
が
は
じ
ま
り
。
五
〇
回

を
超
え
る
歴
史
あ
る
庄
原
の
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
。 

■
八
三
「
子
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
」 子

ど
も
た
ち
が
主
役
の
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
。
子
ど
も
た
ち
の
演
技

に
感
動
！ 

 
〜
こ
だ
わ
り
の
お
店
等
〜 

■
八
四
「
生
活
や
」
（
宮
内
町
） 

庄
原
に
は
な
い
雰
囲
気
の
お
し

や 

ゃ
れ
な
雑
貨
店
。
つ
い
つ
い
買
っ

て
し
ま
い
ま
す
。 

■
八
五
「
実
留
酒
類
醤
油
所
造
醸

造
」
（
実
留
町
） 

麹
か
ら
製
造
し
て
い
る
味
噌

醤
油
は
抜
群
の
味
。 

 

〜
自
然
・
動
植
物
〜 

■
八
六
「
貴
重
な
生
物
」 

庄
原
は
生
態
系
が
こ
わ
れ
な

い
で
残
っ
て
い
る
の
で
、
オ
オ
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
や
モ
リ
ア
オ
ガ

エ
ル
な
ど
貴
重
な
生
物
が
お
り
、

自
然
の
営
み
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

■
八
七
「
自
然
」（
里
山
・
空
気
・

緑
・
星
が
き
れ
い
・
四
季
の
移
ろ

い
） 良

く
も
悪
く
も
自
然
が
い
っ

ぱ
い
。
良
い
ほ
う
が
多
い
し
、
癒

し
て
く
れ
る
の
は
自
然
。
庄
原
に

は
里
山
が
あ
り
、
険
し
い
山
と
違

い
人
の
暮
ら
し
に
利
用
さ
れ
、
人

に
恵
み
を
与
え
て
く
れ
る
。
人
も

車
も
少
な
い
の
で
空
気
が
き
れ

い
で
、
緑
も
く
っ
き
り
、
星
も
た

く
さ
ん
見
え
る
し
、
四
季
の
感
覚

が
都
会
で
は
な
く
な
り
つ
つ
あ

る
が
、
庄
原
は
三
ヵ
月
ご
と
に
季

節
が
は
っ
き
り
変
わ
る
地
域
で

す
。 

■
八
八
「
西
城
川
」 

西
城
町
を
源
流
に
江
の
川
へ

流
れ
、
日
本
海
へ
注
ぎ
ま
す
。
西

城
川
は
と
う
と
う
と
流
れ
、
文
豪

倉
田
百
三
も
幼
少
期
よ
り
宗
教

的
恋
人
と
し
て
愛
し
て
や
ま
な

か
っ
た
と
い
い
ま
す
。 

■
八
九
「
勝
光
山
の
鉱
床
（
川
北

町
）
」 

露
天
掘
り
で
掘
り
出
さ
れ
る

ロ
ウ
セ
キ
は
大
正
・
昭
和
と
庄
原

の
町
を
支
え
て
い
ま
し
た
。 

 

〜
そ
の
他
〜 

■
九
〇
「
ジ
ョ
イ
フ
ル
（
西
本

町
）
」 

庄
原
初
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
。
昨
年
一
〇
月
に
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。 

■
九
一
「
楽
笑
座
（
西
本
町
）
」 

三
月
に
完
成
し
た
楽
笑
座
は

ま
ち
な
か
に
楽
し
み
の
場
を
つ

く
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
酒
蔵
を

改
装
し
、
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
音

楽
や
映
像
、
食
等
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

■
九
二
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
手

形
」 国

営
備
北
丘
陵
公
園
に
訪
れ

た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
手
形
。
ド
リ

カ
ム
・
ミ
ス
チ
ル
・
セ
ッ
ト
ス
ト

ッ
ク
で
訪
れ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
手
形
も
あ
り
、
今
後
地
域
活
性

化
に
利
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

■
九
三
「
上
野
公
園
無
料
休
憩
所

紫
水
寮
」 

上
野
池
湖
畔
に
あ
る
倉
田
百

三
ゆ
か
り
の
地
に
あ
る
無
料
休

憩
所
。
百
三
を
偲
び
、
お
茶
を
い

た
だ
く
の
も
良
。 

■
九
四
「
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ア
ー

ト
多
愛
夢
」 

商
店
主
の
方
が
私
財
を
投
じ

て
改
装
さ
れ
、
で
き
た
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
す
。 

■
九
五
「
絵
本
牧
場 

ご
ん
ぼ
」 

緑
あ
ふ
れ
る
牧
場
で
動
物
た

ち
と
い
る
と
い
つ
の
ま
に
か
心

が
元
気
に
な
り
ま
す
。 

■
九
六
「
ひ
ま
わ
り
バ
ス
」 

市
内
循
環
バ
ス
。
百
円
で
市
内

を
循
環
で
き
ま
す
。 

■
九
七
「
の
ん
き
工
房
（
川
北 

町
）
」 

自
然
の
素
材
を
使
っ
た
作
品

は
素
晴
ら
し
い
。
の
ん
き
さ
ん
の

手
に
か
か
れ
ば
全
て
が
芸
術
品

に
変
わ
る
。 

■
九
八
「
原
さ
ん
の
土
鈴
、
土
笛
」 

土
地
に
根
付
い
た
、
ほ
の
ぼ
の

と
し
た
作
風
は
庄
原
の
誇
り
で

す
。 

■
九
九
「
県
立
広
島
大
学
」 

平
成
元
年
開
学
の
県
立
大
学
。

産
学
官
や
地
域
の
シ
ン
ク
タ
ン

ク
と
し
て
の
存
在
大
。
ま
た
、
県

立
広
島
大
学
の
庄
原
キ
ャ
ン
パ

ス
か
ら
見
る
夕
日
は
美
し
い
！ 

 

■
一
〇
〇
「
庄
原
に
対
す
る
皆
さ

ん
の
思
い
」 

応
募
総
数
二
二
〇
件
・
一
六
七

の
素
材
が
集
ま
り
、
百
選
の
選
定

作
業
を
行
い
ま
し
た
作
業
を
進

め
る
な
か
で
、
皆
さ
ん
の
庄
原
に

対
す
る
熱
い
思
い
を
感
じ
ま
し

た
。
応
募
い
た
だ
い
た
も
の
を
全

て
採
用
し
た
か
っ
た
の
で
す
が

涙
を
飲
ん
で
百
個
に
し
ぼ
り
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
皆
さ
ん
が
持
っ

て
お
ら
れ
る
、
庄
原
へ
の
思
い
が

一
〇
〇
個
目
の
庄
原
百
選
で

す
！ 


